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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・本日歯科診察実施しています。次回7/23（金）です。

＜患者様連絡事項＞

・山下　拓也様、四戸　冷子様の尿検査再検実施しており、異常値はありませんでした。抗生剤の処方は飲み切り止めとなります。

・野々宮　正博様～本日18：30～21：00まで、AAミーティング参加予定となっています。帰院時危険物の持ち込みや、酒臭の有無について確認していきましょう。

・江刺家　陽輝様～本日14：00、北村皮膚科へ受診。漢方薬本日夕より7日分継続処方となっています。16：00に1階応接室にて家族面談が予定されています。

・小笠原　久雄様～ご家族様面会に来た際に、洗剤を持って来て頂く様伝えて下さい。

・宮　陽子　　様～7/17　9：00～7/20　17：00まで外泊訓練希望あり、主治医より許可を得ています。

・木村　忠史　様～7/20夕食後のタベジール1T　1回分、主治医より処方して頂いています。

・古川　富蔵　様～左足の腫脹・熱感あり、疼痛の訴え聞かれている事から、田名部先生へ情報提供し診察しています。本日夕よりセフジトレン3Ｔ　3×ndE　2日分臨時処方となり、明日X-P検査の指示が出ています。

・磯島　貴広　様～面談について母様に確認を取り、了承を得ています。主治医へは報告済みです。

・梅木　奏利　様～主治医より7/15　16：30より御家族様と面談希望あり、了承を得ています。主治医へは報告済みです。

・藤井　崇史　様～本日で歯科診察終了となっています。

＜安ヶ平先生診察＞

・中島　純子様～本人より7/14　17：00～7/15　11：00まで外泊希望あり、主治医より許可を得ています。

・神田　直樹様～日中の眠気訴え聞かれている事から、服薬調整となっています。今回定期薬よりロナセン（精神神経用剤）減薬、次回定期よりロンフルマン（催眠鎮静剤）減薬予定です。

・木村　忠史様～両腕に湿疹見られています。皮膚科にて軟膏処方されている事から、様子観察するようにと主治医より説明がありました。

＜注目患者様ケース検討＞

（ケース内容）

木村　忠史様～7/13の夕食後薬と7/20の夕食後薬を一緒に服用させてしまう。

（経過）
16：00　準夜勤務に入り薬カートの確認を行う｡木村様のカートに夕食後薬と就寝前薬がセ

ットされているのを確認するが、来週(７/20)の分も二重にセットされていること

には気付いていない｡

18:45　夕食後薬服用時に7/13(火)のカート内に薬包2包あり､それぞれ3Tと1T入ってい

た。どちらも名前と夕食後を確認し2包服用させた。この時点ではまだ二重セットである事に気付いていない。

21:00　就寝前薬服用時もカート内に2包あり、同じ錠剤であることに気付く｡7/20(火)の
分がセットされているカートを確認すると、朝の分しか無く1包は来週の分だと気付く｡カルテを確認すると夕食後薬の(ネオファーゲン2Tタベジール1T)が7/14から（タベジール1T）へ変更なっている｡処方箋を確認し、1包は7/20(火)の分であったことに気付いた｡

21:15　安ヶ平Drと、チーフ〔橘JGM〕へ上記内容を報告し経過観察し様子見るよう指示を受ける。血圧131/87mmHg・脈拍74回/分　不調訴え無く、顔色不良なし。

22:00　一般状態かわりなし。不調訴え無く就床される。

（対策検討）

・除剤や服薬変更に伴ったセット時や投薬の確認は徹底して行うと共に、セット方法について他部署との連携をとっていきましょう。

・本人の身体状況について引き続き観察していきましょう。

＜勉強会＞                    年金制度について

1． 被保険者の種類

　２０歳以上６０歳未満の人は国民年金への加入が義務となっており、２０歳になると加入の手続きを行う。国民年金の加入者のことを「被保険者」といい、保険料の納め方により３つの種類に分かれている。


2． 年金制度のしくみ


[image: image1]
日本の公的年金制度は、全ての国民に共通する①国民年金（基礎年金）、その基礎年金に上乗せする被用者保険の②厚生年金・③共済年金で構成されている。

公的年金制度以外には、私的年金(国民年金基金・厚生年金基金・確定給付企業年金)等がある。

3． 年金の種類

≪公的年金≫

1 国民年金（基礎年金）

国民年金は全ての国民が共通して保険料を支払い、受給することができる。基礎年金の給付として、老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金の３種類がある。保険料は定額で、１５，１００円（２０１０年度/第１号被保険者）となる。
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〈1〉 老齢基礎年金

　保険料を納めた期間等の受給資格期間が２５年以上ある人が対象で、６５歳から受けられる年金のこと。２０歳～６０歳の４０年間保険料を納めた人は満額（２０１０年度年額：７９万２１００円）を受給できる。

※受給資格期間(６５歳に達した月前)＝保険料納付済期間＋保険料免除期間＋合算対象期間

〈2〉 障害基礎年金

　傷病によって、一定程度の障害の状態になった者に対して支給される年金である。被保険者または６０歳以上６５歳未満の被保険者であった者が、以下の要件を満たした場合に支給される。

1 障害状態要件（障害認定日（初診日から１年６ヶ月を経過した日、または、その間に治った場合は治った日）において障害等級に定める障害の状態が１・２級であること）

②　納付要件（初診日までの被保険者期間のうち、保険料を納めた期間（免除期間も含む）が３分の２以上であること）

③　加入要件（初診時に公的年金制度に加入していること）

※事後重症：初診日から１年６月経過したときの障害が１級か２級の状態でなく、その後、障害の程度が重くなり６５歳の誕生日の２日前までに請求して認定されると支給される。

※２０歳未満で障害(１・２級)を持った年金未加入者の場合：２０歳から年金受給できる。

○障害等級の認定基準

　１・２級は、障害基礎年金と障害厚生年金は同じ基準で診断される。障害厚生年金では、１・２級の他に３級・障害手当金という区分があり、基準が定められている。

　１・２級は日常生活能力を基準としているが、３級・障害手当金は厚生年金(被用者年金)にのみある基準の為、労働能力を基準としている。

・統合失調症、気分(感情)障害、認知症の認定基準

[１級程度]

1 統合失調症：高度の残遺障害又は高度の病状があるため高度の人格変化、思考障害、　　　　その他妄想・幻覚等の異常体験が著明な為、常時の介護が必要なもの

2 躁うつ病　：高度の気分、意欲・行動の障害及び高度の思考障害の病相期があり、か　つ、これが持続したり、頻繁に繰り返したりするため、常時の介護が必要　なもの

3 認知症　　：高度の認知症、高度の人格変化、その他の高度の精神神経症状が著明な為、常時の介護が必要なもの

[２級程度]

1 統合失調症：残遺障害又は病状があるため人格変化、思考障害、その他妄想・幻覚等　

の異常体験がある為、日常生活が著しい制限を受けるもの

②　躁うつ病　：気分、意欲・行動の障害及び思考障害の病相期があり、かつ、これが持続したり、又は頻繁に繰り返したりするため、日常生活が著しい制限を受けるもの

③　認知症　　：認知症、人格変化その他の精神症状が著明な為、日常生活が著しい制限を受けるもの

○受給額（年額）

	１級
	９９万１００円

	２級
	７９万２１００円　　　　※老齢基礎年金と同額


※受給者に生計を維持されている子がいる場合の加算（年間）

１人目・２人目　各２２万７９００円、３人目以降　各７万５９００円

〈3〉 遺族基礎年金

　被保険者が亡くなった時に、生計を維持されていた子のいる配偶者または子が受ける年金のこと。

○受給要件

	亡くなった被保険者
	1 国民年金に加入中（もしくは６０歳以上６５歳未満の方）

2 老齢基礎年金受給者・受給可能者

	受給者
	亡くなった被保険者に生計を維持されていた、子のいる配偶者か子


○受給額(年額)

	①配偶者が受給する場合
	②子が受給する場合

	子が１人いる配偶者
	１０２万円
	１人のとき
	７９万２１００円

	子が２人いる配偶者
	１２４万７９００円
	２人のとき
	１０２万円

	子が３人いる配偶者
	１３２万３８００円
	３人のとき
	１０９万５９００円


※①も②も、４人以上の場合は３人の額に１人につき７万５９００円を加算していく。

※第１号被保険者の独自給付

　遺族基礎年金では、「子のいる配偶者か子」しかもらえないため、遺族厚生年金をもらえない第１号被保険者の中には遺族年金をもらえない被保険者(子のいない配偶者)が出てくる。その為、第１号被保険者にのみ以下のような２つの独自給付がある。

・寡婦年金
　第１号被保険者として保険料を納めた期間(免除期間を含む)が２５年以上ある夫が死亡したとき、１０年以上婚姻関係のあった妻(事実婚も含む)が６０歳から６５歳になるまで受給することができる。(受給額：夫が受けられたであろう第１号被保険者にかかる老齢基礎年金の４分の３)

・死亡一時金
　第1号被保険者として保険料を納めた期間(免除制度により一部納付した期間は納付率に応じて算出)が３年(３６ヶ月)以上ある人が老齢基礎年金・障害基礎年金のいずれも受けずに死亡したとき、生計を共にしていた遺族が受給することができる。(受給額：第１号被保険者として保険料を納めた期間に応じて１２万～３２万程度)

2 厚生年金

　厚生年金とは、第２号被保険者のうち民間企業に勤めている被用者用の年金のこと。

厚生年金は、国民年金(基礎年金)に上乗せする形で受給する。

　種類としては、老齢厚生年金･障害厚生年金･遺族厚生年金の３つがある。

　保険料は毎月の給与（標準報酬月額）と賞与（標準賞与額）に共通の保険料率をかけて計算される（総報酬制）。
　また受給額も、報酬・年金を納めた期間等によって差がある。



＜１＞老齢厚生年金

　老齢基礎年金と同じ。

○受給額

報酬や年金を納めた期間により、もらえる額に差がある。
＜２＞障害厚生年金

　障害基礎年金と同じ。ただし、障害等級１・２級の受給者には基礎年金部分＋厚生年金部分、３級・障害手当金の受給者には厚生年金部分のみの支給となる。

○受給額

報酬や年金を納めた期間により、もらえる額に差がある。

・統合失調症、気分(感情)障害、認知症の認定基準

[３級程度]

1 統合失調症：残遺障害又は病状があり、人格変化の程度は著しくないが、思考障害、その他妄想・幻覚等の異常体験があり、労働が制限を受けるもの

2 躁うつ病　：気分、意欲・行動の障害及び高度の思考障害の病相期があり、その病状は著しくないが、これが持続したり又は繰り返し、労働が制限されるもの

③　認知症　　：認知症のため、人格変化は著しくないが、その他の神経精神症状があり、労働が制限を受けるもの

[障害手当金程度]

認知症　　：認知症のため、労働が制限されるもの

＜３＞遺族厚生年金

　遺族基礎年金と同じ。

ただし、対象者は遺族基礎年金の支給の対象となる遺族(子のある妻・子)だけでなく、子のない妻や５５歳以上の夫、父母、祖父母（６０歳から受給）、孫（１８歳の誕生日の属する年度の年度末を経過していない者、２０歳未満で１・２級の障害者)も入る。 

3 共済年金

　共済年金とは、第２号被保険者のうち公務員用の年金のこと。共済年金は、厚生年金と同じく国民年金(基礎年金)に上乗せする形で受給する。

　種類としては、退職共済年金･障害共済年金･遺族共済年金の３つがある。





＜１＞退職共済年金

　老齢厚生年金と同じ。

＜２＞障害共済年金

　障害厚生年金と同じ。ただし、１・２級(基礎年金部分＋共済年金部分)３級(共済年金部分のみ)となる。

＜３＞遺族共済年金
　遺族厚生年金と同じ。

≪私的年金≫(任意加入)

1 国民年金基金

　第１号被保険者を対象とした、老齢基礎年金に上乗せする年金を支給する制度。地域型と職能型がある。

　いったん加入すると自由に脱退することは出来ないが、第１号被保険者でなくなった場合や、転居や転職で加入者の条件にあてはまらなくなった場合などは脱退できる。

2 厚生年金基金

　企業や業界団体等が厚生労働大臣の認可を受けて設立する法人で、国の年金給付のうち老齢厚生年金の一部を代行すると共に、厚生年金基金独自の上乗せ支給を行う。
3 確定給付企業年金

第２号被保険者のうち、厚生年金に上乗せする形で支給される。「基金型」と「規約型」の２つがあり、支給が行われる。
第3号被保険者（第2号被保険者に扶養されている配偶者･20～60歳未満）


配偶者の勤務先が年金事務所に届け出る。保険料を納める必要はないが、配偶者の勤務先に第３号被保険者であることを申し出る。





第2号被保険者（会社員や公務員･65歳未満）


勤務先が年金事務所に届け出る。厚生年金等の保険料を納める為、国民年金の保険料を納める必要はない。





第1号被保険者（自営業や学生等･20～60歳未満）


住所のある市区町村に届け出て、国から送付される納付書により保険料を納める。





第1号被保険者


（自営業･学生等）
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